被災者援助ボランティア体験記

西村　和夫（一九七四卒）

二〇一一年三月一一日の東北地方太平洋沖地震の一か月後と二か月後に、主に石巻の牡鹿半島に援助活動に行ってきました。皆さんの今後の役に立てていただきたいと考え、体験した内容を報告します。同年の秋に投稿できるとよかったのですが、震災の余波で果たせませんでした。

ボランティア活動は、遠い世界のことではなく、我々に身近なことです。やがて、首都圏や東海地方で大地震が発生するのは必須です。そのとき、運が悪ければ被災者になってボランティアのお世話になり、運が良く元気でいられれば必然的にボランティアとして働くことになるでしょう。

私は、阪神淡路大震災のときに行くことができず、とても歯がゆい思いをしました。それが、今回の私の行動の原動力になったと思います。今回は行動できなかった人も、次回には行動できるかもしれません。

\subsection{活動の概要}

四月の授業中止で仕事がなくなり、ぽっかり予定が空いてしまったので、まず四月初めの一週間だけ宮城県石巻市にボランティア活動に行ってきました。オフロードバイクで、僻地の日々変わる交通事情・食糧事情を調べて本部に伝えるとともに、物資を少しだけ運搬しました。宿泊はテントとシュラフに段ボール。食事は基本的に自炊し（実際には差入れあり）、水四リットルとガソリン十リットルを持参しました。いま考えると大げさに思えますが、あのときはかなりの危険を覚悟して行きました。身辺整理をしてから出かけたほどです。

十七の避難所を延べ二十四回訪れました。欲しいものを尋ねたり先人の調査票を見て、可能なものは翌日か数日後に配給所から運搬しました。通信手段のない牡鹿半島の西海岸から東海岸へ、伝言メモを運んだこともありました。（現在の我々には、テレビと電話のない生活はほとんど想像できなくなっています。全員が携帯端末を紛失したような状態です。）電子通信がないと、情報も紙に書いて運搬するしかないのです。

現地入りした二日目（四月二日）から、街でガソリンが買えるようになりました。五日目にやっと、近くの温泉に行けました。久しぶりの入浴です。六日目にはボランティアセンターの水道が復活し、キャンプ地で水洗トイレが使えるようになりました。万歳！　実は、夕食は市内でも何度か食べて、地元に少しだけ経済的な貢献もしました。

五月の連休にも、三泊四日で岩手県まで行ってきました。行った場所は、釜石市、大舟渡市、陸前高田市、気仙沼市、南三陸町、石巻市などです。もうオフロードバイクが役に立つような仕事は見つからなかったので、援助活動はあまりできず、ほとんどツーリングになってしまいました。釜石では、その日に営業を再開したホテルに泊まりました。ファミレスで学生っぽいグループが、会うなり「お前生きとったか！」と呼びかけていました。そういう世界です。

\subsection{コメント}

ウェブ上にある私の体験記（後述）から、主に今後の首都圏で役に立ちそうなコメントを拾ってみました。

先んじて現地入りした陸上自衛隊の施設科（工兵隊）に感謝します。ほとんど報道されていないと思いますが、彼らが船をどけ、土砂や廃材を除き、落ちた橋を架け、迂回路を造らなければ、物資も情報も運搬できず、医療行為も捜索も報道もボランティア活動もできませんでした。

皆さんも、一家に一台は電磁調理器（ＩＨクッキングヒーター）の準備が必要でしょう。通常、電気は数日で復旧するけれども、ガスの復旧には数か月かかるからです。災害が起こると、たちまち売り切れます。仙台から出張で来ていた友人は、東京で探し出して持ち帰りました。湯ぐらい沸かせないと、何も飲食できません。
\subsection{避難所の状況}

ボランティアセンター内の配給所には物資が大量にあっても、避難所や、避難所周辺の家には物資が不足していました。これは物流の問題です。解消するためには、まずガソリンが必要でした。東京で交通が麻痺したら、物流をどうやって確保するのでしょう。

サイズが細かく分かれているものは、きめ細やかな需要調査と選別ができず、配給できませんでした。避難所では不足していたとみられるブラジャーは、サイズとカップがまちまちなので、配給が困難でした（男性の避難所長やボランティアには要望も伝えにくいのでしょう）。靴も、同様に配給が困難でした。「女児用のピンクで花柄の十二センチの長靴」を頼まれたこともありましたが、もし配給所にあっても探し出すのはほぼ不可能でした。配給所では、せっかくの支援物資を仕分ける人手と時間が充分ではありませんでした。

\subsection{ボランティア活動の準備}

ボランティアは、ボランティア保険に加入してから現地に向かうのが原則です（往路も保険の適用範囲内です）。自宅近辺の「社会福祉協議会」で加入できます。検索してみてください。ただし、なぜか学校の管理下（授業の一環）のボランティア活動には適用されないので、注意が必要です。

私は、ツイッターとフェイスブックに加入してから出かけました。メールが通じなくても、ツイッターなら連絡できると聞いたからです。実際に、ツイッターは便利でした。東京の友人から、ツイッターやメールで道路事情などの情報支援を受けました。

ボランティア活動に行こうとしても、初期のうちは、どこに行ったらよいかが分かりません。しかし、分からないままにも出かけないとボランティア活動はできません。行けばなんとかなるでしょう。

\subsection{ボランティア活動}

東京から来たと聞いただけで涙ぐむ人も何人かいました。顔を見せるだけでも支援になるのかもしれません。通信が途絶えると、実際に会うまでは、そういう支援があるという情報も入らないのです。

処方箋の要る薬は、要望があっても届けられませんでした。実は、厚生労働省三月十二日付事務連絡「処方医薬品の取扱いについて」によって可能でした。こういう例外措置の情報をどうやって現場に広めるかが課題だと思います。

\subsection{ボランティアセンター（ＶＣ）}

各地の社会福祉協議会が支援するＶＣで活動するには、登録が必要です。ボランティア保険に加入していない人は、登録時に加入することになります。

石巻専修大学に設置された石巻ＶＣでは、六つのグループ（ローラー、マッド、医療、リラクゼーション、炊出し、移送）に分かれて活動していました。ローラーは物資の配給、マッドは泥出し、移送は避難者の送迎です。私はローラーに所属しましたが、けっこう一人で行動していました。夜の連絡会で、各グループの作業報告と情報交換をしていました。

意外でしたが、ボランティアには、その世界の有名人がいます。連絡会で自己紹介すると、歓声が上がるくらいです。また、定職もなく、ボランティアをしている人たちがいます。

石巻ＶＣでは、ボランティアの携帯に対する充電サービスは行っていませんでした（実際には黙認）。これからは充電サービスが必要でしょう。

\subsection{ボランティアの生活}

断水時には、ＶＣでも仮設トイレを使います。すぐに満タンになってしまうのが困りものでした。また、毎日トイレ掃除をしてくれる偉い人がいました。連絡会で、皆で拍手して称えました。

ボランティアには、おにぎりなどの賞味期限切れの食糧が配られることがあります（避難所には賞味期限内のものが配られます）。

石巻市内の居酒屋では、現地の若者が盛り上がっていて、それはそれでよいはずなのですが、何か違和感がありました。

ＶＣでは、初期は断水で洗濯ができませんでした。水が出るようになってからも、洗濯している人はいなかったようです。街中のコインランドリーは混んでいるし地元民優先ですから、結局利用できませんでした。

断水時の用品として「シャワートイレ用トイレットペーパー」が有効です。厚めで吸水性が高く、容易に融けないので便利でした。食器を拭いたり、いろいろと使い途があります。一家に一ロールの準備をお奨めします。

\subsection{困ったこと}

災害時には買い占めが起こり、現地に赴くボランティアも、非常食、ラジオなどの入手が困難になってしまいます。お陰で、現地入りして二日間は、アメリカ製のまずいカロリーバーなどをかじっていました。本当に必要な人のために、店頭に少しだけでも残しておく手立てはないものかと思いました。

最近のチョコレートなどの菓子は、低カロリーのものが多くて困ります。本当の空腹を経験していない若い人には分からないかもしれませんが、空腹になると動けなくなるのです。腹が減っては戦ができぬと言うでしょう。実際にそうなのです。どこのコンビニにもあり、糖分も塩分（ナトリウム）もあって役に立つのはスニッカーズです。

どこに行ったらよいのかが分からないのにも困りました。行く途中の高速道路のＳＡで、携帯を駆使して何とか石巻ＶＣの存在を知りました。ボランティアを受け入れる市が五つだけと少なかったのも意外でした。

\subsection{ボランティアをしてみたい方に}

あなたがもしボランティアをして手伝いたいなら、被災地に行けば何か仕事があります。ＶＣのような組織に所属しないで、直接各家庭の手伝いをすることもできるでしょう。たとえ日帰りでも、マイナスになりそうもないことなら、やってみてはいかがでしょうか。ご自宅の近くで、衣料品の仕分けなどのボランティアをすることもできるし、それも重要です。

テント生活が必須のような印象があるかもしれませんが、医療チームはキャンピングカーで来ていました。駐車場で車中泊の人も何人もいました。首都圏では、きっとテントやシュラフは要らないでしょう。

直接被災者を助けるだけでなく、ボランティアたちを助けることもできます。石巻ＶＣでは、七十歳の方が、ボランティアを付近の温泉まで毎日送迎していました（温泉以外に入浴できる場所はなかったのです）。私が行っていた時期には、菓子や果物などの差入れも歓迎でした。

首都圏で大地震が発生したら、少なくとも初期には首都圏の皆さん自身がボランティアにならざるをえないのをお忘れなく。

\subsection{体験記の詳細}
画像入りの体験記が、ウェブページに載っています。
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http://www.komazawa-u.ac.jp/~kazov/Nis/ishinomaki/
\linebreak\noindent

このページは、キーワード「石巻市でのボランティア活動、コメント」で見つけることもできます。
